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研究成果の概要（和文）：大学教育において、対人関係や言語表現、情報活用などの基本技能の訓練を越えた、共生へ
の批判的・創造的コミュニケーション力の総合的な教育プログラムを提案するため、コミュニケーション学と学習科学
（とくにアクティブ・ラーニング）の知見を応用しながら、身体・感情、認知・言語、メディア・ICT、社会・文化の
４領域での事例調査とモジュール開発を行い、それらを踏まえた総合的カリキュラムを試行するとともにＦＤテキスト
を制作した。

研究成果の概要（英文）：To propose a college-level integrative curriculum of critical and creative 
communication that expands the scope of basic skills training in interpersonal relations, language, and 
ICT use, this project applied research in communication studies and learning sciences for case survey and 
module development in four major domains (body and emotion, cognition and language, media and ICT, and 
society and culture), thereby designing a pilot program of an integrative curriculum as well as producing 
a faculty development textbook.

研究分野：教育心理学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近年、高等教育のユニバーサル化に伴う
諸現象のなかでも、特に学生のコミュニケー
ション力の低下が問題となっている。コミュ
ニケーション力は、高等教育の質保証の文脈
であげられてきた「社会人基礎力」（経済産
業省）や「学士力」（文部科学省）、あるいは
OECD の AHELO（Assessment of Higher 
Education Learning Outcomes）プロジェク
トなどで明示される 21 世紀型ジェネリック
スキルの中核を成すものとして、今やその育
成が喫緊の課題となった。初等中等教育にお
いても、全教科を通じた「言語力」の育成を
通じて思考力や学習技能を高める方向が打
ち出されており、そこではコミュニケーショ
ン力向上と学力向上との密接な関連が前提
とされている。 
 
(2) より広い文脈においても、今後の社会生
活の鍵となるコンピテンシー（能力、技能、
動機づけ等の統合概念）を検討した DeSeCo 
報告（2003 年）において、３つのコミュニ
ケーション力が強調されている。第一は、「多
様な人々との効果的相互作用」であり、他者
との協調や多文化状況での葛藤調整に関わ
るものである。第二は、「自律的な行動」で
あり、家庭や地域、職場等において自分の目
標や計画を明確化するとともに、権利や関心
を擁護・実現するエンパワーメントに関わる
ものである。そして第三は、「双方向媒体の
有効活用」であり、言語や情報、知識といっ
た社会文化的道具、及びコンピュータほかの
デジタルツールの活用に関わるものである。
以上の三者は密接に関連し、批判的思考と反
省的実践の態度がこれらを通底する要件と
されている。 
 
２．研究の目的 
(1) 以上から伺われるように、急速なグロー
バル化とユニバーサル化の双方に対応しな
ければならない今日の大学では、本格的なコ
ミュニケーション教育が必須の課題となっ
ている。しかし、現在の多くの大学でのコミ
ュニケーション教育は、対人関係や言語表現、
情報活用など最低限の基本技能に留まって
いることが通常で、上記のジェネリックスキ
ルに要請される批判的・創造的なコミュニケ
ーション力までを対象としたものとは言い
難い。今後望まれるコミュニケーション教育
を国際通用性の高い内容と方法によって実
現できるような、モデル･カリキュラムの開
発が望まれる所以である。 
 
(2) そこで本研究では、下図に示すように、
コミュニケーション教育の内容を「身体・感
情」「認知・言語」「メディア・ICT」「社会・
文化」の４領域に分けたうえで、基本的技能
（コア・コンピテンシー）、批判的態度と技
能（クリティカル・コンピテンシー）、共生
への態度と技能（ケアリング・コンピテンシ

ー）の３水準に整理して開始した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(3) 以上の基本的枠組に基づいて、本研究は、
コミュニケーション学と学習科学（とくにア
クティブ・ラーニング）の知見を応用しなが
ら次の 3課題に取り組み、大学のコミュニケ
ーション教育の変革に資することを目的と
した。 
①国内外の大学におけるコミュニケーショ
ン教育の現状把握と課題の抽出 
②国際通用性の高いコミュニケーション教
育の方法の開発と評価 
③コミュニケーション実践に焦点をおいた
授業開発と学習指導のための FDテキストの
制作 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究の期間を４年間とし、初年次に国
内外の大学におけるコミュニケーション教
育の現状把握と課題抽出、２年次にコミュニ
ケーション教育の４領域×３水準のモジュ
ール開発と試行・評価、３年次に総合的カリ
キュラムの開発と試行・評価、最終年度に以
上を総括し、FD プログラムの開発及びテキ
スト制作を計画した。 
 
(2) 研究組織は、コミュニケーション教育の
４領域それぞれを専門分野とする４名で構
成し、海外の事例調査等を十分に踏まえて国
際通用性にも優れたカリキュラム開発を目
指した。 
 
(3) 総合的カリキュラムの開発と試行に関
しては、おもに研究代表者の所属大学におい
てコミュニケーションに関する教養教育科
目群を設定し、アクティブ・ラーニング手法
を様々に活用した半期単位のアクション・リ
サーチを行った。 
 
４．研究成果 
(1) 国内外の大学におけるコミュニケーシ
ョン教育の現状把握と課題抽出のために、国
内及び米国の大学についてウェブ上の資料



や教育改善関連の報告書から全体的な状況
を把握した。そのなかで特に、アクティブ・
ラーニングの過程が学修文脈のなかで機能
的なコミュニケーション教育ともなってい
る点に着目し、国内外の訪問調査を行った
（山地・劉・橋本・川越・橋本、2013；山地・
川越、2012）。 
 
(2) コミュニケーション教育の４領域×３
水準のモジュール開発に関して、各研究分担
者は１領域３水準を担当し、先行事例調査を
行うとともに、担当授業の一部や関心ある学
生グループにおいて試行と評価を行った。 
「身体・感情」の領域に関しては、米国身
体心理療法学会や欧州身体心理療法学会で
海外の身体心理教育の現況を把握するとと
もに、「身体関係論」の半期対面授業及び「身
体コミュニケーション」の集中遠隔授業を試
行した。また、演劇やサイコドラマ等を介し
た原初的なコミュニケーション体験の意義
を、医療や教育、異文化間といった諸分野の
コミュニケーション教育のなかで確認した。 
「認知・言語」の領域に関しては、欧州、
特にドイツにおいてコミュニケーション力
向上を目指す日本語教育を実施しているベ
ルリン日独センターと国際交流基金ケルン
文化会館を訪問調査するとともに、留学生及
び日本人学生のための異文化コミュニケー
ション及び日本語の共修科目を改善し、より
総合的な「コミュニケーション研修」「人間
関係論」等を社会教育と連携させて実施した。 
「メディア・ICT」の領域に関しては、特
に英語教育との関連で、ナラティブ分析によ
って英語上級者のコミュニケーション力の
自己育成に真正性のある問題解決実践が鍵
となることを明らかにし、またフィールドに
おいても、大学生の海外協働研修が様々な媒
介因の経験（メディアプレゼン、オープンハ
ウス、日本語教育補助員、授業聴講）を介し
て総合的なコミュニケーション力向上につ
ながっていたことを確認した。 
「社会・文化」の領域に関しては、タイの
チュラロンコン大学等の日本語専攻学生を
対象とした日本のサブカルチャーに関する
フィールドワークを実施するほか、メディア
文化の初学者のためにメディアツールやウ
ェブコンテンツを使用する方法論の検討を
行い、教材として使用可能なコンテンツを実
際に用いて実施した授業のセルフ・エスノグ
ラフィーを行った。 
 
(3) 上記を踏まえた総合的カリキュラムの
開発にあたっては、おもに研究代表者の所属
大学における科目群の試行を通して、ワーク
ショップ型体験学習による身体コミュニケ
ーション力の向上、ドラマ形式による日本語

力及び異文化コミュニケーション力の向上、
メディアツールやメディア文化コンテンツ
を使用した文化的コンピテンスの向上、そし
て真正性のある問題解決実践としてのメデ
ィア制作を通したICTスキルの向上等を目指
した。 
 
(4) 以上のアクション･リサーチをもとに、
共生社会に向けたコミュニケーション教育
のための FDテキストの制作を行った（山地、
2015）。その内容は、アクティブ・ラーニン
グへの導入を兼ねて、生物学・心理学・人類
学からの「ヒトを学ぶ」、身体表現・音表現・
言語表現のワークショップ型授業による「体
験から学ぶ」、そしてフィールドワークや
PBL（Project-Based Learning）を活用した
「メディアを学ぶ」の3部から構成している。 
 併せて、大学教育学会ほかでワークショッ
プ形式の FDを試行した。 
 
(5) 本研究の意義は、大学教育において、対
人関係や言語表現、情報活用などの基本技能
の訓練を越えた、共生への批判的・創造的コ
ミュニケーション力の総合的な教育プログ
ラムを提案したことにある。高次のアクティ
ブ・ラーニングを取り入れた授業事例として
も、今後の大学教育改善に寄与するものと期
待される。 
しかし、本研究を遂行する過程で、学生自
らが日常棲みこんでいる対人関係文化を自
覚化し相対化することがなければ、学習課題
が「問題化」することはなく学習意欲にも繋
がらない、という限界が痛感された。この点
を考慮すると、共生社会に向けた批判的・創
造的コミュニケーション力の育成には、少な
くとも以下の 3つの課題に継続して取り組む
必要がある。 
①現代日本の学生たちは、他者との繋がりに
過剰に配慮し排除を恐れる日常に生きてい
るようであり、対人コミュニケーション力の
教育には彼らの棲み込んでいる対人関係文
化の深い理解が不可欠である。 
②共生社会においては、対人関係のなかでも
特に対人葛藤の建設的調整や社会文化的葛
藤解決への建設的関与（アクティブ･シティ
ズンシップ）が求められるため、そこでのコ
ミュニケーション力の内容とその教育指針
をさらに明確にする必要がある。 
③共生に向けた批判的･創造的コミュニケー
ション力をいかに評価するかは、今後の学修
成果の可視化の大きな課題となる。様々なコ
ミュニケーション･メディアの中で生活する
今日、生態学的妥当性の高い評価指標の作成
は容易ではないため、質的研究と量的研究を
柔軟に組み合わせながら検討していく必要
がある。 
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